
大学関係者が、危機感を抱きな

がら改革を真剣に受け止めるよう

になった背景には、3つの大きな

環境の変化があると考えています。

一つは、何年も前から言われて

きた少子化です。文部科学省によ

れば2007年には、大学志願者と入

学定員の数が1対1になる「全入

時代」に入ると予想されており、

定員割れが起きる大学が出ること

は必須。これが相当の危機感を煽

っているといえます。

環境変化で競争も激化
変わる大学の関心事

もう一つは、大学運営にかかわ

る制度面の変化です。今年4月か

ら国立大学が独立行政法人になっ

たことにより、国立大学も独自の

特色を出しやすくなりました。しか

し、これは逆に大学間の競争を招

くことにもなっています。

最後は、社会環境の変化に伴う

大学の役割の変化です。これから

の大学には、社会のニーズに応え

る多様な人材の育成が求められて

いると同時に、国際競争力を備え

た産業の育成や技術開発などが

期待されています。

すでに少子化による危機感から、

学生を集めるには魅力的な教育

を行うことが重要と、多くの大学

では教育改革を進めてきました。

しかし、ますます厳しい競争が強

いられる中、魅力的な教育を提供

するには大学内部の仕組みも変え

ていかなければなりません。最近

この点に気づき始めた大学は、教
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育改革と業務改善の両輪を動かす

ように変わってきています。先のア

ンケートの結果で、「教職員の人事

制度・評価制度の構築」に関心が

高かったのは、その表れだといえま

す。

大学教員を評価する
客観的な基準必要

では、人事制度改革をどのよう

に行えばいいのか。例えば大学教

員の場合、研究実績に偏重した従

来の評価方法ではなく、大学の期

待にどう応えたかを客観的に判断

する基準を、まずは設ける必要が

あります。競争が激化する中で、大

学が本当に力を発揮していくには、

こうした仕組みの部分が重要にな

ってくると思います。
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2004年９月３日にNRIが実施した「“戦略実行力が問われる大学経営”に関するセミナー」でのアンケート結果（回答者は123名）

マイカーに乗りブランドショップ

で買物するリッチな中国人の姿が、

成長著しい中国経済の象徴として

新聞や雑誌に登場します。しかし、

彼らは中国でごく限られた人たち

──と思いきや、どうも最近はそん

なことでもないようです。 NRIが

2003年に中国16都市で15～59歳

の男女に実施した「中国1万人消費

者調査」（回答数：１万2100）から

は、リッチな層の広がりが見えてき

ます。

下のグラフは、中国16の都市別に、

世帯年収を分けて表示したもの。

所得年収10万元以上の「富裕層」

と5～10万元未満の「有産階級層」

を合わせると、中国沿岸部では1～

2割を占めるまでになっています。

急成長する
有産階級市場

「富裕層」の年収10万元は、購

買力平価でみれば日本円でおよそ

650万円以上。この所得水準なら、

マイホームやマイカーの購入が可

能で、教育、レジャーへの出費も積

極的、投資や貯蓄にも熱心になれ

ます。この層は全国で2000万人内

外と想定されており、さらに厚み

を増している模様です。

もはや「ごく一部」ではない中国の高所得者たち
──「中国1万人消費者調査」から見えてきた所得者内訳

中国沿岸部で１割を超える「富裕層」と「有産階級層」

「富裕層」に次ぐ年収5～10万元

の「有産階級層」は、マイホームを

ローンで購入し、貯蓄よりも消費

を優先、最新の家電製品や情報

機器を積極的に購入するのが典型

的な姿です。全国で4000～5000

万人と推定されるこの層は、北京

五輪が開かれる2008年には「富

裕層」になっていると予想されてい

ます。

これまで大都市の「富裕層」を

狙って戦略展開してきた外資系企

業は、今後台頭してくる「有産階級

層」まで広げた市場戦略を取る必

要がありそうです。

グラフは2003年にNRIが実施した「中国人１万人消費者調査」の結果から作成。「富裕層」（世帯年収10万元以上）に次ぐ
「有産階級層」（世帯年収5万元～10万元）が地方にも分布していることがわかる。なお、NRIでは現在、「有産階級層」を対象
に、消費・購買行動、ライフスタイル、典型的な人物像を明らかにする調査を上海の現地法人（NRI上海）と進めている

大学運営上で関心の高い課題 1　人事制度・評価制度　54.5％

2　第三者評価への対応　53.7％

3　事務業務見直し　52.0％

4　教育の質の向上　51.2％

5　中期計画策定／目標の実行管理　各48.8％

6　競争的資金の獲得　48.0％

7　ビジョンの教職員への浸透／資金計画／学生のキャリア支援　各46.3％

8　ビジョン策定　45.5％

9　組織再構築　44.7％

10　産学連携　42.3％
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